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1．主体的・対話的で深い学び

「主体的な学び」

児童が主体的に学びに向かっている時、多くの場合、児童が「面白そ
う」「やってみたい」と心を躍らせ、「思考している」「思考が活発に
なっている」状態であると思われる。主体的な学びを促すには、こうし
た場面を授業の中に意図的に創り出す必要があり、指導者にはそのため
の授業設計や指導方法の工夫が求められる。 外国語研修ガイドブックP54

主体的・対話的で深い学びは、必ずしも１単位時間の授業の中で全て
が実現されるものではない。単元など内容や時間のまとまりの中で、例
えば、主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習した
ことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設
定するか（中略）といった視点で、授業改善を進めることが求められる。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語活動・外国語編P122



1．主体的・対話的で深い学び

「対話的な学び」

「対話的な学び」の視点からは、児童が考えを広げ深める、他者との協
力や対話的な学びの過程の設定が求められる。（中略）
互いの気持ちや考えを伝え合う言語活動を行う中で、児童は新たな発見
をし、自分や他者への理解を深め、自身の考え方を広げたり深めたりして
いくことが期待される。

外国語研修ガイドブックP54



1．主体的・対話的で深い学び

「深い学び」

単元を通した一連の過程の中で、児童は自分の思いや考えを深めたり更
新したり、自ら考え判断し課題を解決しようとしたりする中で、言語材料
の知識・技能が確かなものとなり、「深い学び」が実現されていく。

外国語研修ガイドブックP54



2．外国語教育の目標

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力･人間性等の涵

養



小学校中学年
（外国語活動）

小学校高学年
（外国語）

中学校
（外国語）

高等学校
（外国語）

外国語によるコミュニ
ケーションにおける見
方・考え方を働かせ、外
国語による聞くこと、話
すことの言語活動を通し
て、コミュニケーションを
図る素地となる資質・能
力を次のとおり育成する
ことを目指す。

外国語によるコミュニ
ケーションにおける見
方・考え方を働かせ、外
国語による聞くこと、読
むこと、話すこと、書くこ
との言語活動を通して、
コミュニケーションを図
る基礎となる資質・能力
を次のとおり育成するこ
とを目指す。

外国語によるコミュニ
ケーションにおける見
方・考え方を働かせ、外
国語による聞くこと、読
むこと、話すこと、書くこ
との言語活動を通して、
簡単な情報や考えなど
を理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュ
ニケーションを図る資
質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

外国語によるコミュニ
ケーションにおける見
方・考え方を働かせ、外
国語による聞くこと、読
むこと、話すこと、書くこ
との言語活動及びこれ
らを結び付けた総合的
な言語活動を通して、情
報や考えなどを的確に
理解したり適切に表現
したり伝え合ったりする
コミュニケーションを図
る資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
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•言語活動は、「実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合
う」活動を意味する。

•英語を使用して互いの気持ちを伝え合うという言語活動の中では、
情報を整理しながら考えなどを形成するといった「思考力、判断力、
表現力等」が活用されると同時に、英語に関する「知識及び技能」
が活用される。

•英語を用いているが、考えや気持ちを伝え合うという要素がない活
動は言語活動であるとは言い難い。

外国語研修ガイドブックP23

2．外国語教育の目標

「外国語活動」及び「外国語」における言語活動



主体的な学び

•児童にとって魅力のあるビデオ視聴という目的や、何のために
インタビューするのかという活動目的の明確化によって、児童
の意欲を引き出していた。

•冒頭でのめあての提示が見通しをもった学びにつながっていた。
また、単元途中でもめあての再確認をしていた。

• ICT機器を効果的に活用して振り返りを行うことで、児童が自らの成
長を感じたり、学習到達度を確認したりしながら単元末の目指す姿に
向けての自己調整を促す学習環境を整えていた。

３．最後に



対話的な学び

•友達、ALT、担任との意味のあるやり取りの中で、本単元で使
用する表現を習得させていた。毎時間に言語活動が設定されて
いたことで、対話を通して学べる環境になっていた。

•相手に合わせてその場でリアクションを考える必要がある活動
を設定しており、相手に合わせて返答の仕方を考えたり、毎回
のやり取りから新しい発見ができたりするようになっていた。

３．最後に



深い学び

•「話を弾ませる」というめあての設定によって、本単元に限ら
ずこれまでに学んださまざまな表現を活用し、児童は思考力を
働かせて自分ができることを試し、友達のよいところを真似し
て対話から学び、自らの力をさらに高める授業展開となってい
た。

•実際のやり取りに近づけるように言語活動の設定を工夫したこ
とで、外国語を通したコミュニケーションの楽しさを感じさせ
ることができた。「もっとやりたい」という気持ちを引き出す
ことで、次の学びへの意欲につながっていた。

３．最後に


